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近年、金や銀などのプラズ

モン金属ナノ構造表面で、本

来紫外光が必要な光化学反

応が可視光などの低エネル

ギー光で起きる現象(プラズ

モニック光化学反応)に注目

が集まっている。この触媒効

果は、より効率的な人工光合成の実現などを通じエネルギー問題の解決につながる新しい技術として注

目を集め始めているが、その反応メカニズムなど詳細がまだ明らかとなっていない問題がある。 

発表者らは工業的に重要なニトロベンゼン→アニリン合成を模したモデル光化学反応として、4-ニトロ

ベンゼンチオール→4-アミノベンゼンチオール反応に着目し、表面増強ラマン散乱法(Surface enhanced 

Raman Scattering, SERS)を利用して合成経路の探索を行っている。これまでに、銀ナノ粒子表面におい

て 4-ニトロベンゼンチオールの SERS スペクトルが可視光照射で変化する様子を捉えた他、4-アミノベン

ゼンチオールの SERS による一分子計測に成功したので詳細を報告する。 

 

図 1. プラズモン金属ナノ構造体上で起きると予想される可視光化学
反応の例。 

図 2. 銀ナノ粒子凝集体上で引き起こされる 4-ニトロベンゼンチ
オール(4-NBT)光化学反応の SERS 分光分析結果。 
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